
◎主観点加算希望の判断例
④

加算希望の有無
（令和６年度等級区分）

⇒
②の等級でよい

 「Ｂ」
⇒
  有 加算を希望する
  （「Ｂ」になる）

⇒
①の等級でよい

 「Ｃ」
⇒
  無 加算を希望しない
  （「Ｃ」になる）

 

③
R6.1.31現在有効な経審結果総合評
定値（P）のみで令和6年度等級区分
はどうなりますか

①のP点に希望する主観点を加えると
令和６年度等級区分はどうなりますか

令和６年度
等級区分の希望

① ②
令
和
５
年
度
の
主
観
点
加

算
状
況
に
関
わ
ら
ず
、

①
か
ら
順
に
加
算
希
望
の

判
断
を
し
て
く
だ
さ
い

※上記の表はあくまで例示であって、工事種別や採用するP点、希望する主観点の点数によっては、令和６年度の等級区分が希望どおりにならない場合があ
ります。
※主観点加算を希望されると、加算対象になるすべての工事種別に加算されます。工事種別ごとに選択して加算はできません。
※工事種別ごとに主観点加算希望の有無を判断してください。加算対象になるすべての工事種別に加算されるため工事種別によっては希望どおりにならない
場合があります。
※実際に令和６年度等級区分表を見ていただき、等級区分評点を計算したうえで、主観点加算希望の有無を判断してください。

⇒ ⇒

例 土木一式工事
   P点 ８１２点の場合
    等級「C」

例 土木一式工事
   P点 ７８２点の場合
    等級「C」

⇒

⇒
希望にかかわらず
①の等級になる

 「Ｃ」

有 加算を希望する
無 加算を希望しない
どちらでも選択可能
 結果は 「Ｃ」 になる

地元点１００点加算 ９１２点
①からアップ
 Ｃ→「Ｂ」

地元点１００点加算 ８８２点
①と変わらない

 Ｃ→「Ｃ」


